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Ⅰ新技術の解説

１ 要旨

 豚の人工授精（以下AI）は経営の省力化や安定化に有用な技術であるが、現在主流である中温(15℃)
保存用希釈液の利用には特殊な恒温器を必要とすること、また、中温保存用希釈液で希釈した精液は
気温が15℃から大きく外れる暑熱期や寒冷期の輸送には不適であること等から、十分に普及していな
い。 
 本研究で開発した低温(5℃)保存用希釈液（以下N-2）（表１参照）で希釈した精液は、家庭用冷蔵庫な
どで１週間以上の低温保存が可能である（図１参照）。また、N-2希釈精液は低温衝撃への抵抗性が高
いため、クール便による輸送が可能である。クール便は季節を問わず一定の温度幅（5℃前後）に保た
れているため、N-2希釈精液は通年安定して輸送を行うことができる（図２、図３参照）。クール便で輸送
した精液をAIに用いても、自然交配と遜色ない成績が得られる（表２参照）。

２ 期待される効果

 クール便を利用することで、当場で繋養する優良な種雄豚の精液を県内全域の農家に季節を問わ
ず良好な活力で届けることができる。 
 N-2希釈精液は家庭用冷蔵庫などで低温保存ができるため、AI未導入農家でも費用をかけずにAI
を導入できる。このため、より能力の高い種豚の導入が可能となり、生産性の向上やコストの低減が
図れる。

３ 適用範囲

 福島県内の養豚農家

４ 普及上の留意点

(1) 低温保存したN-2希釈精液をAIに使用する際は、人肌程度に温めてから使用すること。

(2) AIの基本事項（授精適期の見極めなど）を遵守すること。
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